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資料５

2021年度のEPO業務

事務局案

2021年度・第1回 ESD/EPO運営委員会
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地域循環共生圏づくりの支援について

（環境省事業プラットフォーム（PF）採択団体への支援等）
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EPO中部による地域循環共生圏づくりの支援業務について
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③ そ
の
他
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主
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①
環
境
省
事
業
P
F
採
択
（３
団
体
）✓ 全国的な統一フレー

ムの業務あり；「マン
ダ ラ （ ロ ー カ ル
SDGs）」、「達成指
標」、「ステークホル
ダーリスト」の作成・
提出、成果発表会な
どあり

✓ EPOは各PFにヒアリ
ングして必要な支援
計画を立案、必要に
応じて伴走支援

✓ 「経済分野」におけ
るEPOのネットワー
ク基盤強化業務と関
連づけた会合等の
実施

 EPOの催事登壇・
Web掲載等で事例の
ＰＲと蓄積

✓ 協働コーディネー
ターとの連携事業
（福井県、長野県
の2エリアで実施）

✓ PF応募予定団体
等の掘り起しと応
募の後押し（ヒア
リング実施）

 各団体が開催す
るイベント、普及・
啓発、ステークホ
ルダー巻き込み
等における支援

✓ 自治体職員向けワー
キングの開催；地域
循環共生圏の普及
啓発（毎年名古屋で
開催）

✓ 主催フォーラムで関
心の喚起

✓ 自然資源のワイズ
ユースをテーマにし
た業務で勉強会

 そのほか相談対応等
の延長からワーキン
グ等展開支援

✓ ：業務として位置づけ
 ：業務の延長で実施、相談
対応等として実施

参考）地域循環共生圏及び環境
省のプラットフォーム構築事業
について
https://www.epo-chubu.jp/help/area

https://www.epo-chubu.jp/help/area


本年度業務の具体的な対象：ＰＦ団体や連携団体（協働コーディネーター等）
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a）ＰＦ事業の採択団体

①一般社団法人スマート・テ
ロワール協会（長野県上
高井郡小布施町）

※事業化支援（全国事務局によ
る支援）

②郡上市地域共生圏協議
会（岐阜県郡上市）

③のと共栄信用金庫（石川
県七尾市）

ｂ）協働コーディネーター※
との連携事業

⚫山室氏（長野県NPOセンター
事務局長）と連携して長野県
内でローカルSDGsの勉強会
等

⚫中嶌氏（NPO法人 WACおば
ま理事長）と連携して福井県
小浜市で地域循環共生圏づ
くりの推進事業

⚫三田村氏（ローカルＳＤGsクリ
エーション社長／元越前市
役所職員）と連携して福井県
越前市でローカル SDGs
フォーラム開催予定

ｃ）その他

◼<森里川海業務>森里川海推進
ネットワーク形成会合；白山市ジオ
パーク・エコパーク推進課と
の連携による自然資源の
ワイズユースをテーマにし
た会合を検討

◼<基盤強化業務>共生圏パート
ナーシップ基盤強化業務；1.左のPF

②・③を対象にした勉強会
（計２回）、 2.環境省同時

解決事業実施エリア（長野
県飯山市）での情報交換会、
3.「脱炭素」をテーマにした

情報交換会を検討

EPO中部が実施した地域循環共生圏づくり支援の内容を整理し、プログラムとしての公開を想定

※次頁参照



⚫ 普及・啓発
⚫ 仕組み・環境整備
⚫ 有識者紹介など

企業その他団体

• SDGsの導入（チェックリスト
活用）

• ＣＳＲ活動関係の地域の支
援、地域で活動、地域での
イベント開催 など

自治体等行政機関

• 総合計画、環境基本計画等
の計画策定における参画、
諮問会議へ有識者として出
席

• 個別の事業・取組、広報、イ
ベント開催等の企画・支援・
調整・ファシリテーター など

ＮＰＯ等地域活動主体

• 各々の活動の支援・調整
• 各種申請書類の作成指導
• 地域循環共生圏関連事業
等の実施支援

• SDGs関連が要件となってい
る事業・助成制度への応
募・実施の支援
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参考）EPO中部・協働コーディネーターについて

環境省（中部地方環境事務所）

• 環境行政の最新動向情報の共有
• 地域循環共生圏(関連事業)の地域

への周知・自治体等の取組支援
• 地域の環境活動支援、協働促進

EPO中部

協 働
・協働コーディネート
活動見える化プログラ
ムの活用

・SDGsマッチングコン
サルテーション

・地域循環共生圏づくり
支援

コーディネーターの職能

EPO中部の役割

協働コーディネーター
（各地域の有識者、過去、環境省事業協力者）

※協働コーディネーター・リスト：
https://www.epo-chubu.jp/tool/coordinator

https://www.epo-chubu.jp/tool/coordinator


2021年度業務における協働コーディネーターとの連携展開予定
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連携する協働コーディネーター 連携内容（予定）

◼ 山室秀俊氏（長野県NPOセ
ンター 事務局長）

• 長野市芋井地区で地域循環共生圏づくりの普及啓発事業を実
施

◼ 中嶌阿児氏（NPO法人 WACお
ばま理事長）

• 福井県小浜市におけるSDGs・地域循環共生圏の推進活動を
実施

◼ 三田村佳政氏（合同会社ローカ
ルＳＤGsクリエーション社長）

• 福井県越前市で協働による地域循環共生圏をテーマに勉強
会等を開催

◼ 希望するコーディネーター等
• 自治体職員対象の地域循環共生圏づくりワーキング（毎年開
催）でファシリテーターとして参画

◼ 堺勇人氏（環境市民プラット
ホームとやま）

（※ESD業務）
• SDGs社会教育（社会ESD）研究会業務で連携
• 同業務の実践活動で六渡寺海岸（富山県射水市）の漂流ゴミ
問題から、庄川、小矢部川流域のSDGs的な俯瞰体験イベント
を実施

◼ その他

（※ESD業務）
• SDGsチェックリストを活用したワークショップ連続講座の講師
役など



主催イベントの開催について
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EPO主催イベント予定の一覧
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区分 開催日 エリア 内容案

協働コーディネー
ターと連携した
フォーラム開催

未定
福井県
越前市

テーマ：コウノトリの保全・シンボル活用と地域循環共生圏
⚫ 協働コーディネーター・三田村氏と連携、2020年度PF団体との連携（未）

協働コーディネー
ターと連携した実
践活動

2回開催
長野県
長野市

⚫ 協働コーディネーター・山室氏と連携
⚫ 長野市芋井地区で地域循環共生圏づくりの普及啓発を実施（PF下地づくり）

2回開催
福井県
小浜市

⚫ 協働コーディネーター・中嶌氏と連携
⚫ 小浜市において地域循環共生圏づくり推進活動を実施

森里川海推進
ネットワーク形成
会合

２回開催
白山国
立公園

国立公園等を自然資源のワイズユース共創拠点とする情報交換会を実施。

➢ 白山市ジオパーク・エコパーク推進課との連携企画を調整中

地域循環共生圏
パートナーシップ
基盤強化事業

6月26日
長野県
飯山市

金融機関、経済団体、財務局等参加の情報交換会等を開催し、関係構築を目指す。

⚫ 2018-2019年度実施の同時解決事業採択団体など登壇➡別紙チラシ参照

未定
岐阜県
郡上市

➢ PF郡上市地域循環共生圏協議会のニーズをもとに企画予定

未定
石川県
七尾市

➢ PFのと共栄信用金庫のニーズをもとに企画予定

未定
オンラ
イン

➢ 脱炭素ロードマップ閣議決定（6月予定）を受けて企画予定

SDG/地域循環共
生圏セミナー

未定 未定 ⚫ 主に自治体職員等を対象に実施する実践ワーキングセミナー

環境白書を読む
会

7月20日
オンラ
イン

※EPOは企画協力、運営支援
⚫ 名古屋市（なごや環境大学）と連携開催

※原則、オンラインまたはハイブリッド開催を想定



参考）前年度・2020年度のEPO主催イベント

区分 形式 開催日 実施内容 開催方法

協働コーディ
ネーターと連携
したフォーラム

フォーラム 11/10
⚫ 運営委員／協働コーディネーター・山室氏の協力を得て開催。
⚫ 会場：長野県松本市
⚫ 共催：松本市、後援：長野県。

ハイブリッド（現地開催＋
ライブ配信）※ワーク
ショップは現地のみ

森里川海推進
ネットワーク形
成会合

（第1回） 12/7
⚫ 伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会の情報交換会と

して開催。
⚫ PF尾鷲による取組紹介、東海財務局のオブザーバー参加あり。

オンライン＋録画配信

（第2回） 1/18 オンライン＋録画配信

地域循環共生
圏パートナー
シップ基盤強
化事業

①郡上 11/25
⚫ PF郡上の第4回勉強会時に併せて開催。
⚫ 登壇者はPF事業アドバイザリー・谷中修吾氏と、東海事務局岐

阜財務事務所総務課長。

ハイブリッド（現地開催＋
ライブ配信）※後半ワー
キングは現地のみ

②越前 1/26
⚫ PF越前のメンバー、越前市、北陸財務局、日本政策投資銀行

等が登壇。
⚫ 運営委員・加藤氏がトークセッションにコーディネーター登壇。

オンライン

地域住民向け
ワーショップ

SDGsワー
クショップ

11/14
⚫ 名古屋市緑区片平学区関係者からの相談対応を発端に実施。
⚫ 運営委員・千頭氏が講師として登壇。

現地

環境教育推進
業務
【富山エリア】

セミナー 8/20 ⚫ 協働コーディネーター・堺氏との連携業務（3年目）。
⚫ SDGs・地域循環共生圏づくりの普及・啓発事業を展開。
⚫ フォーラムでは3年間の成果発表を実施（環境教育学会にて）。

現地

フォーラム 12/12 オンライン

環境教育推進
業務
【小浜エリア】

ワーク
ショップ

9/12 ⚫ 協働コーディネーター・中嶌氏との連携業務。
⚫ 小浜市が進める「食のまちづくり」をテーマにした地域循環共生

圏づくりを目指す事業を展開。
⚫ 次年度PF事業に応募。

現地

フォーラム 12/20 現地
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参考）第5期（2018-2020年度）3年間に実施したイベント
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独自プログラムの作成・活用について
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経済性

地域循環共生圏づくりのネット―ワーク

第５期に構築した｢活動見える化プログラム｣について

12

自治体等 協働による地域活動第5次環境基本計画
「地域循環共生圏」提唱

日本発の脱炭素化SDGs構想
（概念図／曼荼羅） 地域全体の

バックキャスティングの検討
及び

RESAS、地域経済循環分析等
（=フォアキャスティング）の活用

地域循環共生圏づくり・地域創生へ

見える化
プログラム

表分析チャート化
（活動の分析に基づく概念図）

環境省中部地方環境事務所 EPO中部 支援（情報、ツール、会合、研究、等）

地域の課題・
将来像等の
パーツ

メニュー分析

価値 活動成果
SDGsとの
つながり協働主体

活動
経緯

地域の中の特定の活動・事業の…

…などを整理して



活動見える化プログラムのチャート図（富山県南砺市のチャート例）
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↑2019年度に作成した南砺市エコビレッジ事業のチャート図
• 事業主体である南砺市から、住民説明用に活用したいとの依頼を受けて作成した。
• このチャート図では、「これまでの取組結果」ではなく、「これからの取組による構想」を整理

した図となっている。

取組・活動の全体の概要

協働するステークホルダーと
その取組・活動

地域循環共生圏としての
貢献性

SDGsとの関連性
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PF事業の全国中間報告会（12/8開催）でPFが取組成果を紹介：PF尾鷲の場合

ＰＦ事業中間報告会でのPF尾鷲による発表資料より

PF事業・意見交換会で、
SDGs・地域循環共生圏へ
の貢献性の説明に、「活動
見える化プログラム」の
チャート図を用いた。
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参考）前年度・2020年度のPF事業での活用：PF尾鷲「おわせSEAモデルプロジェクト」
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参考）「活動見える化プログラム」活用によるPF支援の例（PF小布施の場合）

ＰＦ事業の全国中間報告会（2020年12月開催）でのPF小布施による発表資料より

PF事業・意見交換会で「活動見
える化プログラム」を用いたこと
により「種の図書館プロジェクト」
の今後の展開について掘り下
げることができたと成果報告。



「活動見える化プログラム」の事例蓄積ツールとしての活用・公開
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「お役立ちツール」コーナー
に「活動見える化プログラ

ム」ページを新設

EPOによる支援プログラムを
提案、紹介する

EPO中部ウェブサイトを2020年12月リニューアル公開
https://www.epo-chubu.jp

「活動見える化プログラ
ム」ページの事例集

PF事業やEPO関連事
業の事例をチャートと
分析表で紹介・公開

1. 2021年度業務においても、PF事業、協働コーディネーター連携事業等で
「活動見える化プログラム」を活用した支援を実施。

2. 加えて、EPO支援によるワーキングの事例などを整理し、EPO支援の例
（或いはプログラム）として紹介、提案できる形を目指す。➡次頁参照

https://www.epo-chubu.jp/


EPOの支援プログラムの追加：実際の支援内容等を整理
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• 2020年度の「森里川海業務」において、伊勢志摩国立公園エコツーリズム協議会の情報交換会を企画し、
「資金調達」をテーマにした勉強会を実施。その中で、「共感を集めるSDGsストーリーづくり」ワークショップ
をEPO中部が企画・運営等行った。

◼ 上記の「共感を集めるSDGsストーリーづくり」ワークショップのプログラムを、今後の
PF事業やその他事業においてもアレンジ等して活用できる形にする。

◼ そのほかの各種EPO支援の内容についても整理し、他ケースにおいてEPOの支援メ
ニュー／プログラム等として提案・紹介、或いは実践活用を行う。（その前提で各種
業務を実施する。）



その他
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行動変容の把握：SDGs実践状況等の評価

20

PECとやま：ローカルSDGs指標セミナー（2021年2月）
中部大学：問題複合体を対象とするデジタルアース共同利用・共同研究（2020年度）指標検討

⇓
連携して評価メニューやプログラム等の知見を収集し、活用検討、試行評価を実施

①地域SDGs評価メニュー、プログラム等の情報を収集
②指標や評価方法の分類とSDGs実践状況評価の活用への応用検討
③EPO関連の事例から2事例程度、可能なものを抽出し試行的な評価を実施

(A)自治体レベルのローカルSDGs指標の例
・全国データ SDGsと日本－誰も取り残されないため
の人間の安全保障指標
・ローカルSDGsプラットフォーム自治体SDGs指標
・中部大学共同利用・共同研究, 基礎自治体統計デー
タ「地域SDGs状況評価データセット」（試案）

個々のSDGs取組評価（B）を自治体レベルの
ローカルSDGs（A）につなげる枠組みが必要

目標と
指標

169ターゲット

232指標

統計データ

SDGs取組

17ゴール

取組A 取組B 取組C

統計B統計A 統計C

指標A 指標B 指標C

ターゲットA ターゲットB ・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

アウトプット

アウトカム

インパクト

活動

地域の
現状

地域の
取組

(B)地域の取組の評価の試みの例
・黒部市地域福祉活動計画目標設定の試み「黒部の福
祉を良くする活動計画」

地域の現状と取組から見たSDGsデータの考え方
出典：中部大学 国際ＧＩＳセンター 問題複合体を対象とするデジタルアース共同利用・共
同研究拠点研究､ローカルSDGs指標に基づく施策議論プログラムのESD活用研究

※行動変容の把握①：イベント関係者へ
のイベント効果・成果をヒアリング



外部資金を活用した事業
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グリーン・ギフト・地球元気プロジェクト
※ 東京海上日動との協働による地域活動の支援 https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/greengift/internal_activity/

• 昨年度に引き続き、愛知・福井・三重での3事業のイベント展開が予定されている。

➢ 愛知：森の学び舎自然学校、福井：小原ECOプロジェクト、三重：Joint Plus

地球環境基金／全国ユース環境活動発表大会の支援
※ （独）環境保全機構との連携業務 https://www.erca.go.jp/

• 2022年度の地球環境基金（助成金）公募の説明会開催、全国ユース環境活動
発表大会への協力等が予定されている。

愛知県環境学習コーディネート業務
※ 愛知県からの受託業務 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html

• 環境学習に関する学校等からの依頼に対し、相談業務10件、コーディネート
業務10件の実施が仕様書に記載されている。

※いずれも2018年度以前からの継続事業

https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/greengift/internal_activity/
https://www.erca.go.jp/
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/0000060443.html


次回会議について
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次回・運営委員会の開催について
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◼開催時期：1～２月予定

◼開催方法：オンライン

◼時間：13時30分～16時30分（予定）

◼主な議事内容

➢ ESD業務、EPO業務の2021年度の実施内容の報告

➢次年度・2022年度業務の展開案についての検討


